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2012年の新年を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。
昨年は当協議会の運営にあたり、会員各位・関係官庁・関係団体の皆様にはご協力ご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて昨年は余りにも大きな津波被害を伴った東日本大震災が発生して、それぞれの地域で復旧への難しい課題山積や原発事故による避難生活が続けられている現実の姿に触れる度に、胸が締まる想いと一歩ずつ安心できる暮しに進めるようにと願うばかりです。　　　海外においてもEU諸国の金融不安から端を発する経済危機と円高シフトやタイ広域の長期水害等が、次々と起こり国内企業・経済全般への影響も非常に大きく、ますます厳しく揺さぶられる環境に緊張が高まるばかりです。
年の展望では、まず震災復旧・復興の具体化が一部づつですが本格的に動き始めることが期待されます。各被災地の復旧・復興計画が、長期的な取り組みの中で最優先されるべき安心・安全の課題より各種工事が発注予測されますが、アルミニウムの持つ軽量・高剛性と特に海岸部での高耐久性や工場加工の容易さ等の利点を活かした会員企業の豊富な製品群でお役立ちできると考えます。
また社会全体でより一段の節電対策や防災時対応として太陽光発電の利用普及が、国の政策として推進される流れで、官民問わず既存施設の屋根利用や浄水場・下水処理場のスペース有効活用等活発にあり、多様な設置環境にも対応できるアルミ製ＰＶソーラー架台も高いニーズが期待されます。
大震災とタイ水害と二度に亘る被害で、部品供給網の寸断などで大変なご苦労をされている自動車産業関連では、更なる自然環境工場に向けた街と一体となって実現するSmart city(スマートシティ)計画が具体化されつつあります。
アルミ素材による車体軽量化利用は既に普及されていますが、電気自動車(EV車)の普及動向は、より生活に溶け込んだ新しい関係が提案されています。街中の充電施設設置拡大はもちろんですが、住宅との関係ではまさに一体共存する形で、住宅設備として緊急災害時には生活に必要な家庭内電源をＥＶ車から供給を受けることになります。今後アルミ関係業界としても、連携できる新規開発への早期な取組みが必要と感じています。
最後に当協議会活動の基本継続課題でもある、アルミ構造の建築分野での普及拡大に向けて、アルミ建築構造物に関わる技術課題克服を速やかに実践してまいります。新しい技術進歩に伴い、建築基準法上のアルミ建築構造規定の一部緩和や実態に即した告示改正を、粘り強く関係官庁の理解とご協力を得て実現されるよう努力します。
またアルミ建築構造材の市場創出に向けた技術情報の発信と利用される専門家・設計者・工務店や一般の住まいを計画されている施主の皆様とも双方向での交流を図りたいと思います。本年も会員各位・関係官庁・関係団体の皆様には、格別のご協力ご支援をお願い申し上げます。
最後となりますが、本年が皆様とご家族におかれまして飛躍の年となりますことを祈念して新春のご挨拶とさせて頂きます。
